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組合未加入者をご紹介ください

仲間を増やそう仲間を増やそう

４月の組織人員

4,694人（ ）加 入
22人

　

ア
メ
リ
カ
と
イ
ラ
ン
の

戦
争
は
未
だ
終
結
が
見
え

な
い
。
両
国
の
代
表
団
は

４
月
11
日
、
仲
介
国
パ
キ

ス
タ
ン
の
首
都
イ
ス
ラ
マ

バ
ー
ド
で
戦
闘
終
結
に
向

け
た
交
渉
を
実
施
し
た
が
、

合
意
に
は
至
ら
ず
終
了
し

た
。

　

日
本
時
間
４
月
22
日
に

イ
ラ
ン
と
の
停
戦
期
限
を

迎
え
る
の
を
前
に
ト
ラ
ン

プ
政
権
内
で
イ
ラ
ン
と
の

２
回
目
の
交
渉
が
検
討
さ

れ
て
い
る
と
ア
メ
リ
カ
メ

デ
ィ
ア
が
報
じ
た
。

　

こ
の
戦
争
で
私
た
ち
に

も
影
響
が
出
て
い
る
。
ナ

フ
サ
不
足
に
よ
り
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
樹
脂
や
断
熱
材
、

塗
料
・
シ
ン
ナ
ー
、
養
生

テ
ー
プ
な
ど
の
深
刻
な
資

材
不
足
や
価
格
高
騰
が
発

生
。
な
か
に
は
手
に
入
ら

な
い
も
の
も
。

　

私
た
ち
を
取
り
巻
く
環

境
は
以
前
厳
し
い
が
、
３

月
に
は
14
年
連
続
で
上
昇

し
て
い
る
公
共
工
事
設
計

労
務
単
価
も
発
表
さ
れ
、

こ
れ
か
ら
組
合
の
総
力
を

上
げ
て
賃
金
運
動
に
取
り

組
も
う
と
な
っ
て
い
る
。

各
職
種
の
設
計
労
務
単
価

を
各
組
合
員
に
把
握
し
て

も
ら
う
た
め
に
、
分
か
り

や
す
い
チ
ラ
シ
も
準
備
し

て
い
る
。

　

こ
の
法
改
正
を
機
に
、

仲
間
の
皆
さ
ん
が
安
定
し

た
賃
金
確
保
で
き
る
よ
う

に
な
る
の
が
目
標
だ
。

山
王
四
丁
目

役
員
改
選
で
新
執
行
部
体
制
ス
タ
ー
ト

賃
金
引
上
げ
・

組
織
拡
大
を
め
ざ
そ
う

た
。

　

千
葉
組
合
長
は
冒
頭
の

挨
拶
で
「
昨
年
末
に
は
新

担
い
手
３
法
が
全
面
施
行

さ
れ
、
標
準
労
務
費
が
国

か
ら
示
さ
れ
た
。
昨
年
ま

で
組
合
で
示
し
て
き
た
標

準
賃
金
と
は
意
味
合
い
が

大
き
く
違
い
、
自
身
が
納

得
の
い
く
賃
金
に
引
き
上

げ
る
こ
と
が
で
き
る
法
律

が
で
き
た
と
理
解
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
今
の
若
い

世
代
に
、
建
築
業
が
良
い

と
思
わ
れ
る
か
は
、
我
々

に
も
責
任
が
あ
る
。
今
後

も
要
求
実
現
を
目
指
し
、

団
結
し
て
頑
張
り
ま
し
ょ

う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
経
過
報
告
、

も
そ
も
仕
事
が
し
っ
か
り

と
あ
る
と
い
う
状
況
を
継

続
し
て
い
き
た
い
と
い
う

思
い
で
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
補
助
事
業
も
継
続
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
我
々
も
一
生

懸
命
、
皆
様
の
お
仕
事
、

暮
ら
し
、
あ
る
い
は
後
継

者
の
育
成
に
取
り
組
ま
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
秋
田
市
政
へ
の

お
力
添
え
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

日
頃
よ
り
労
働
行
政
の

推
進
、
と
り
わ
け
労
働
災

害
防
止
対
策
の
推
進
に
格

別
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
５
月
14
日
に
改
正

労
働
安
全
衛
生
法
が
公
布

さ
れ
、
個
人
事
業
者
へ
の

安
全
衛
生
対
策
の
推
進
が

盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
現

場
に
お
い
て
複
数
の
事
業

者
や
個
人
事
業
者
な
ど
が

混
在
し
て
作
業
す
る
場
所

で
の
安
全
衛
生
に
つ
い
て

は
、
労
働
者
の
み
な
ら
ず
、

個
人
事
業
者
の
方
々
も
同

様
な
対
策
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
監
督
署
等
で

実
施
す
る
講
習
会
等
に
参

加
し
て
内
容
の
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

�

２
面
に
つ
づ
く

後
藤
徳
行
会
計
監
査
が
退

任
し
、
新
た
に
副
組
合
長

に
船
木
基
行
氏
（
角
館
支

部
）、
会
計
監
査
に
福
田

一
博
氏
（
大
仙
・
美
郷
支

部
）
が
就
任
し
ま
し
た
。

代
表
し
て
、
千
葉
組
合
長

は
「
現
在
、
組
合
員
の
減

少
傾
向
が
続
い
て
い
る
が
、

我
々
が
最
前
線
に
立
ち
み

な
さ
ん
と
一
丸
と
な
っ
て

組
織
拡
大
運
動
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

船
木
博
美
副
組
合
長
の

発
声
で
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

を
参
加
者
全
員
で
三
唱
し
、

新
体
制
で
の
ス
タ
ー
ト
を

切
り
ま
し
た
。

新役員体制でスタート

　

今
春
闘
で
は
、
私
ど
も
、

「
こ
だ
わ
ろ
う
！
暮
ら
し

の
向
上　

広
げ
よ
う
！
仲

間
の
輪
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
掲
げ
て
、
実
質
賃
金
を

持
続
的
な
上
昇
軌
道
に
乗

せ
る
た
め
、
現
場
で
の
粘

り
強
い
交
渉
を
支
援
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
春

闘
に
お
け
る
１
人
ひ
と
り

の
行
動
が
、
明
日
の
働
く

仲
間
、
明
日
の
皆
さ
ん
の

賃
金
、
そ
し
て
経
済
の
好

循
環
を
生
み
出
し
て
い
く

と
考
え
て
お
り
ま
す
か
ら
、

そ
の
覚
悟
を
皆
さ
ん
で
共

有
し
、
み
ん
な
の
賃
金
引

き
上
げ
に
向
け
て
運
動
を

進
め
て
い
き
た
い
。

　

令
和
５
年
の
豪
雨
災
害

か
ら
の
住
宅
の
復
旧
や
、

様
々
な
形
で
公
共
事
業
に

も
お
力
を
い
た
だ
い
て
い

る
こ
と
に
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

秋
田
市
と
し
て
も
、
皆

様
の
賃
金
の
引
き
上
げ
や
、

働
く
環
境
が
し
っ
か
り
と

守
ら
れ
て
い
く
こ
と
、
そ

来
賓
挨
拶

全
建
総
連

小
倉
範
之 

書
記
長

秋
田
労
働
局

山
口
覚
史 

労
働
基
準
部
長

秋
田
市

沼
谷

　
純 

市
長

　

２
０
２
６
年
度
国
保
組

合
予
算
に
つ
い
て
は
、
現

行
補
助
水
準
確
保
の
見
通

し
と
な
り
、
は
が
き
要
請

行
動
や
地
元
国
会
議
員
要

請
、
中
央
総
決
起
大
会
な

ど
、
粘
り
強
い
運
動
の
成

果
で
あ
り
、
ご
協
力
を
い

た
だ
い
た
秋
田
建
労
の
皆

さ
ん
に
深
く
敬
意
を
表
し

心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
は
、
12
月
に
第
３

次
担
い
手
３
法
が
全
面
施

行
さ
れ
、
建
設
業
に
お
け

る
処
遇
改
善
と
担
い
手
確

保
・
育
成
の
取
り
組
み
が

新
た
な
フ
ェ
ー
ズ
に
移
行

す
る
節
目
の
１
年
と
な
り

ま
し
た
。

　

３
月
か
ら
適
用
さ
れ
る

公
共
工
事
設
計
労
務
単
価

は
14
年
連
続
の
上
昇
と
な

り
、
官
民
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
る
持
続
可

能
な
建
設
業
の
実
現
に
向

け
て
は
、
働
き
方
改
革
の

推
進
は
元
よ
り
、
引
き
上

げ
ら
れ
た
単
価
が
公
共
、

民
間
工
事
を
問
わ
ず
適
正

な
賃
金
水
準
の
確
保
に
つ

な
が
る
よ
う
、
そ
し
て
物

価
上
昇
を
上
回
る
高
水
準

の
賃
上
げ
を
着
実
か
つ
確

実
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、

国
交
省
に
対
し
て
担
い
手

３
法
の
実
効
性
確
保
策
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
求
め

て
い
く
と
と
も
に
、
町
場

を
含
め
た
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
利

用
拡
大
や
要
求
請
求
交
渉

運
動
の
前
進
に
向
け
て
取

り
組
み
を
一
層
強
化
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

３
月
19
日
、「
物
価
上
昇
を
上
回
る
賃
金
・
単
価
引
き
上
げ
で
、
組
織
拡
大
・
持

続
可
能
な
建
設
業
を
実
現
し
よ
う
」
を
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
第
69
回
定
期
大
会

が
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
秋
田
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

連
合
秋
田

小
川
　
純 

会
長

　

議
長
団
に
金
祐
介
（
仁

井
田
支
部
）、
福
田
一
博

(

大
仙
・
美
郷
支
部)
両

氏
を
選
出
。
大
会
に
は
来

賓
21
人
、
各
支
部
の
代
表

者
や
本
部
役
員
ら
１
５
５

人
が
参
加
し
（
委
任
状
３

０
１
４
通
）、
組
合
が
直

面
す
る
課
題
に
つ
い
て
活

発
な
討
議
が
行
わ
れ
ま
し

会
計
報
告
、

会
計
監
査
報

告
、
令
和
８

年
度
度
運
動

方

針
（
案
）、

予
算
（
案
）

を
提
案
し
、

す
べ
て
原
案

の
と
お
り
承

認
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
者

か
ら
は
、
知

事
交
渉
の
経

過
に
つ
い
て
、

組
織
拡
大
・

強
化
に
つ
い

て
質
疑
や
要

望
が
あ
り
ま

し
た
。

　

役
員
改
選

で
佐
々
木
茂

一
副
組
合
長
、
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中
建
国
保
全
体
の
特
定

健
診
受
診
率
は
60
・
２
％

と
な
り
、
過
去
最
高
の
受

診
率
を
記
録
す
る
結
果
に

な
り
ま
し
た
。
中
で
も
秋

田
県
支
部
で
は
67
％
を
超

え
る
受
診
率
を
確
保
し
て

令和８年度
第２回執行委員会

2026年度 集団健診日程表
開　催　日 出 張 所（地区） 会　　　場

５月16日 千秋 旭川地区コミセン

５月23日 新屋（西部地区）1～13班・豊浜 浜田コミセン

５月30日 秋田南（四ツ小屋）・上北手・築山・牛島 組合会館

５月31日 井川・昭和・五城目 五城目町役場馬川交流センター(体育館）

６月６日 秋田南（雄和） 雄和市民サービスセンター

６月６日 岩城・亀田（午前）・鳥海・矢島・由利（午後）岩城会館・本荘由利地域職業訓練センター

６月７日 三種 八竜農村環境改善センター

６月13日 秋田東（太平） 太平地区コミセン

６月13日 能代 能代山本広域交流センター

６月14日 男鹿 船越公民館

６月20日 秋田山王 中央健診センター

６月20日 男鹿(午前）・天王（午後） サンワーク男鹿・潟上市市民センター天王館

６月21日 天王 潟上市市民センター天王館

６月27日
大仙・美郷 南外コミュニティセンター

　　28日

７月４日
角館 仙北市角館交流センター

　　５日

７月11日 新屋（勝平地区）14～27班・外旭川 中央健診センター

７月11日 大森（午前）・湯沢（午後） 大森コミュニティセンター・湯沢生涯学習センター

７月12日 横手 平鹿農業者トレーニングセンター

７月18日 大住 組合会館

７月19日 仁井田 組合会館

７月25日 飯島 中央健診センター

８月１日 秋田東（城東） 中央健診センター

８月22日 中央 中央健診センター

８月29日 土崎 中央健診センター

※6月27～28日の大仙・美郷の健診会場に変更があります。

新執行委員の皆さん

問
行
動
を
成
功
さ
せ
よ

う
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

執
行
委
員
会
で
決
ま
っ
た

こ
と

１
．
議
長
選
任
の
件
で
は

金
祐
介
執
行
委
員
（
再

任
・
仁
井
田
支
部
）、
柴

田
吉
伸
執
行
委
員
（
新

任
・
横
手
支
部
）
を
選
任

し
、
次
期
定
期
大
会
議
長

に
も
推
薦
す
る
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
。

２
．
報
告
事
項


新
執
行
委
員
の
紹
介
に

つ
い
て

退
任
役
員
の
慰

労
金
に
つ
い
て

賃
金
規

程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て


職
員
就
業
規
則
お
よ
び

育
児
休
業
等
に
関
す
る
規

程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て


専
門
部
会
報
告
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

３
．
中
建
国
保
関
連
事
項


秋
田
県
支
部
役
員
の
選

任
に
つ
い
て

特
定
健
診

秋
田
県
補
助
に
つ
い
て
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

渡部斉さん（左）、畠山輝美さん（中央）

　

3
月
13
日
、
男
鹿
市
建

設
業
優
良
技
能
者
表
彰
式

が
行
わ
れ
、
男
鹿
支
部
の

渡
部
斉
さ
ん
（
大
工
）、

畠
山
輝
美
さ
ん
（
溶
接
士
）

が
「
優
良
技
能
者
」
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

優
良
技
能
者
は
永
年
に

わ
た
る
技
術
の
研
鑽
と
業

界
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

た
方
々
に
贈
ら
れ
ま
す
。

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

卓
越
し
た
技
術
を

称
え
て

男
鹿
市
建
設
業
優
良
技
能
者
表
彰

４号特例の縮小に対応できる
構造計画オンデマンド講座の

配信について

４号特例の縮小に対応できる
構造計画オンデマンド講座の

配信について
　2025年４月１日に改正建築基準法が施行されたことを踏まえ、(公財)
日本住宅・木材技術センターは、木造建築物の構造に係る仕様規定改正
の普及促進を目的として、中小の大工、工務店技術者向けに建築基準法
の木構造仕様規定の改正内容等についてのオンデマンド講座を配信して
います。本講座は、全建総連として後援をおこなっています。
　下記のとおりご案内しますので、ご視聴ください（組合ホームページ
の掲示板に掲載）。

-記-

１．「４号特例の縮小に対応できる構造計画オンデマンド講座（動画配
　　信版）～木造壁量規定等の改正内容をわかりやすく～」について

　　配信期間：2026年４月１日㈬～2026年９月30日㈬
　　受  講  料：無料
　　受講方法：下記URL（（公財）建築技術教育普及センターHP）より
　　　　　　　お手続きください。
　　　　　　　https://jaeic-cpd.jp/video/subpage.html?prgid=00554115

　　内　　容：以下の表を参照ください。

２．受講資料
　講習料資料は動画配信画面よりダウンロードが可能ですが、印刷
はできません。紙媒体が必要な場合は、下記URLより「木造軸組構
法住宅の構造計画【令和７年４月施行対応版】」をご購入ください。

https://howtecs.shop-pro.jp/?pid=185132640

３．お問い合わせ
　　（公財）日本住宅・木材技術センター　総務情報部
　　TEL：03-5653-7663

講義内容

法改正の概要

木造軸組後方住宅の構造計画
（壁量計算等の簡易な計算、使用規定）

壁量等の基準（令和７年施工）に対応した
在来軸組工法用の設計支援ツールの使い方

国土技術政策総合研究所　建築研究部
評価システム研究室長　荒木　康弘 氏

株式会社ドット・コーポレーション
平野　陽子 氏

（公財）日本住宅・木材技術センター
研究主幹　鈴木　　圭

講　　　師

中
建
国
保

岩
舘
高
志 

常
務

い
た
だ
き
、
全
国
32
支
部

の
中
で
も
、
指
折
り
の
実

績
を
残
し
て
い
た
だ
き
皆

さ
ん
の
ご
奮
闘
に
感
謝
申

し
上
げ
た
い
。

　

令
和
８
年
度
は
、
医
療

分
と
介
護
分
の
保
険
料
は

据
え
置
き
ま
し
た
が
、
子

ど
も
子
育
て
支
援
金
制
度

の
創
設
に
よ
り
、
国
に
納

付
す
る
こ
と
に
な
る
支
援

金
分
の
保
険
料
に
つ
い
て

は
組
合
員
と
家
族
の
皆
さ

ん
に
１
人
月
額
平
均
で
４

０
０
円
程
度
の
負
担
を
お

　

４
月
17
日
、
令
和
８
年

度
第
２
回
執
行
委
員
会
が

組
合
本
部
会
議
室
で
開
催

さ
れ
、
千
葉
直
樹
組
合
長

は
「
４
月
初
め
に
開
催
さ

れ
た
各
部
の
報
告
が
あ
り

ま
す
の
で
、
し
っ
か
り
と

組
合
運
動
の
前
進
を
図
っ

て
い
き
た
い
。
組
織
拡
大

に
向
け
て
意
思
統
一
を
図

る
た
め
、
全
建
総
連
か
ら

竹
谷
組
織
部
長
を
迎
え
組

織
拡
大
推
進
会
議
も
開
催

し
ま
す
の
で
皆
さ
ん
で
訪

願
い
せ
ざ
る

を
得
な
い
状

況
で
あ
り
ま

す
。
そ
れ
で

も
、
中
建
国

保
の
魅
力
で

も
あ
る
償
還

金
制
度
や
傷

病
手
当
金
の

給
付
等
々
に

つ
い
て
は
、

従
来
通
り
守

っ
て
い
き
ま

す
。
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昼
飯
代
削
っ
て

エ
ル
ヴ
ィ
ス

　

 

【
中
央
支
部

　
　
　
　
　
　
　

Ｋ
・
Ｈ
】

　

私
が
高
校
時
代
、
エ
ル

ヴ
ィ
ス
が
全
盛
を
誇
っ
て

い
た
頃
だ
。
レ
コ
ー
ド
を

買
う
に
し
て
も
、
Ｌ
Ｐ
レ

コ
ー
ド
に
は
手
が
出
ず
、

百
円
の
昼
飯
代
を
削
っ
て

エ
ル
ヴ
ィ
ス
の
ド
ー
ナ
ツ

盤
を
買
う
の
が
楽
し
み
だ

っ
た
。

　

20
円
の
パ
ン
を
一
個
買

い
、
80
円
を
４
日
貯
め
る

と
、
３
２
０
円
の
ド
ー
ナ

に
な
る
息
子
も
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
組

合
員
の
皆
さ
ん
が
自
分
の

子
供
の
よ
う
に
ご
指
導
し

て
く
れ
て
、
す
ご
く
有
難

か
っ
た
で
す
し
、
ゲ
ー
ム

が
終
了
す
る
頃
に
は
上
手

に
な
っ
て
い
た
の
が
嬉
し

か
っ
た
で
す
。
息
子
も
他

の
組
合
員
の
プ
レ
ー
の
上

手
さ
に
び
っ
く
り
し
な
が

ら
、
来
年
も
参
加
し
た
が

っ
て
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
色
々
な

活
動
を
大
切
に
し
な
が
ら

組
合
員
一
丸
と
な
り
、
仲

間
を
増
や
し
て
い
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。

角館支部

参加されたみなさん、お疲れ様でした。

　

 

【
角
館
支
部

　
　
　
　
　

古
村　

雅
裕
】

　

３
月
29
日
に
行
わ
れ
た
、

角
館
支
部
資
格
証
交
付
会

で
は
、
支
部
長
さ
ん
は
じ

め
皆
さ
ん
の
協
力
も
あ
り
、

息子と
家族慰安ボウリング

ス
ム
ー
ズ
に
終
え
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
毎
年
行
わ
れ

て
い
る
角
館
支
部
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
で
は
、
例
年
よ

り
少
な
い
参
加
人
数
で
し

た
が
、
怪
我
無
く
、
楽
し

く
プ
レ
ー
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

今
回
は
自
分
の
中
学
生

ツ
盤
が
買
え
た
の
だ
。
60

年
も
前
に
、
パ
ン
一
個
が

20
円
だ
っ
た
の
も
驚
き
だ

が
、
パ
ン
よ
り
ド
ー
ナ
ツ

盤
の
レ
コ
ー
ド
が
私
に
と

っ
て
は
宝
物
だ
っ
た
。

　

私
に
と
っ
て
エ
ル
ヴ
ィ

ス
は
、
１
９
５
４
～
１
９

６
２
年
の
９
年
間
で
、
こ

の
時
期
に
彼
の
す
べ
て
が

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
そ

の
後
、
３
人
目
の
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
な
る
「
ト
ム
・

パ
ー
カ
ー
」
に
映
画
に
出

演
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な

り
、
ズ
タ
ズ
タ
の
人
生
を

歩
む
こ
と
に
な
る
。
と
に

か
く
最
悪
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
だ
っ
た
し
、
映
画
は
最

低
だ
っ
た
。

　

そ
れ
な
の
に
、
な
ん
で

エ
ル
ヴ
ィ
ス
な
の
か
、
60

年
も
飽
き
ず
に
聴
い
て
い

る
自
分
が
、
自
分
で
も
分

か
ら
な
い
。
私
よ
り
年
齢

が
少
し
下
の
世
代
は
、
多

分
「
ビ
ー
ト
ル
ズ
」
だ
と

思
う
が
、
他
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
は
Ｌ
Ｐ
一
枚
あ
れ
ば

事
足
り
る
の
だ
が
、
彼
の

Ｌ
Ｐ
は
50
枚
持
っ
て
い
る
。

何
か
惹
き
つ
け
ら
れ
る
も

の
が
あ
る
の
だ
。
全
て
聴

い
て
い
る
訳
で
は
な
い
が
、

よ
く
聴
く
Ｌ
Ｐ
は
10
枚
程

度
。

　

「
キ
ン
グ
オ
ブ
ロ
ッ
ク

ン
ロ
ー
ル
」
と
呼
ば
れ
る

彼
だ
が
、
彼
の
歌
う
「
ゴ

ス
ペ
ル
」
は
素
晴
ら
し
い

し
、
バ
ラ
ー
ド
は
ピ
カ
一

だ
。
エ
ル
ヴ
ィ
ス
の
一
枚

と
言
わ
れ
れ
ば
、「
ク
リ

ス
マ
ス
・
ア
ル
バ
ム
」
を

挙
げ
る
。
ロ
ッ
ク
か
ら
、

バ
ラ
ー
ド
、
ゴ
ス
ペ
ル
、

ブ
ル
ー
ス
、
カ
ン
ト
リ
ー

ま
で
す
べ
て
が
網
羅
さ
れ

て
い
る
一
枚
で
、
バ
ッ
ク

コ
ー
ラ
ス
も
素
晴
ら
し
い
。

　

42
歳
と
い
う
短
い
生
涯

だ
っ
た
が
、「
エ
ル
ヴ
ィ

ス
・
プ
レ
ス
リ
ー
」
は
偉

大
だ
っ
た
と
今
に
し
て
思

う
。

　全建総連では組合員の資格取得による技術・技能の向上を支援することを目的とした「全建総連
資格取得報奨金制度」が創設されております。

１．対象となる方
　資格取得日時点で組合員であり、なおかつ申請時点でも組合員の者
２．対象となる資格
　別表１参照
３．時　効
　資格取得日より２年10ケ月
４．申請方法
　資格取得報奨金申請書に記入の上、資格取得を証明する書類（合格証書、合格通知書、資格証明書、
　修了書の写し）を添付
５．報奨金の支払
　全建総連の支給決定後、指定口座（組合員名義）に送金となります（申請から約２ケ月）

全建総連資格取得報奨金制度について全建総連資格取得報奨金制度について

　作業主任者は、2026年３月以降、全建総連資格取得報奨金制度の対象外となりましたが、組合
独自で報奨金制度を創設し支援していきます。対象、申請方法等は全建総連資格取得報奨金制度と
同様となります。

作業主任者取得報奨金制度（組合独自）作業主任者取得報奨金制度（組合独自）

【別表１】対象資格

区分１：10,000円
一級建築士、設備設計一級建築士、構造設計一級建築士、単一等級技能士、一級技能士、一級施工管
理技士、第一種電気工事士、電気主任技術者（第一種、第二種）、電気通信主任技術者、給水装置工事
主任技術者、登録基幹技能者（全職種）

区分２：5,000円
二級建築士、木造建築士、二級技能士、二級施工管理技士(技術検定試験)、第二種電気工事士、電気
主任技術者(第三種)、電気通信工事担任者、職業訓練指導員免許、測量士、建築設備士、消防設備
士、建築仕上改修施工管理技術者、道路標識点検診断士、発破技士、火薬類取扱保安責任者、消防設
備点検資格者、海上起重作業管理技士、基礎施工士、1級エクステリアプランナー、ジェットクラウド
技士、第一種冷媒フロン類取扱技術者、運動施設施工技士、排水設備工事責任技術者、配水管工技能
者、金属屋根工事技士、認定ログビルダー、プレハブ建築マイスター、日本断熱ウレタン協会品質管
理責任者、１級建築測量技能者、一級圧入施工技士、※①解体工事施工技士、※②１級計装士、※③２
級計装士、外装仕上１級技能者、※④公害防止管理者一般粉じん、※⑤窯業系サイディング施工士、
※⑥蟻害・腐朽検査士、※⑦総合防犯設備士、※⑧ＰＶマスター施工技術者、※⑨グラスウール充填
断熱施工技術マイスター※⑪地すべり防止工事士、※⑫斜面防災主任技能者、※⑬のり面施工管理技
術者、※⑭のり面ノズルマン技能者

技能検定　建設関係 32職種（二級建築士、木造建築士、二級技能士、二級施工管理技士(技術検定試
験)、第二種電気工事士、電気主任技術者(第三種)、電気通信工事担任者、職業訓練指導員免許、測量
士、建築設備士、消防設備士、建築仕上改修施工管理技術者、道路標識点検診断士、発破技士、火薬
類取扱保安責任者、消防設備点検資格者、海上起重作業管理技士、基礎施工士、1級エクステリアプ
ランナー、ジェットクラウド技士、第一種冷媒フロン類取扱技術者、運動施設施工技士、排水設備工
事責任技術者、配水管工技能者、金属屋根工事技士、認定ログビルダー、プレハブ建築マイスター、日
本断熱ウレタン協会品質管理責任者、１級建築測量技能者、一級圧入施工技士、※①解体工事施工
技士、※②１級計装士、※③２級計装士、外装仕上１級技能者、※④公害防止管理者一般粉じん、※⑤
窯業系サイディング施工士、※⑥蟻害・腐朽検査士、※⑦総合防犯設備士、※⑧ＰＶマスター施工技
術者、※⑨グラスウール充填断熱施工技術マイスター※⑪地すべり防止工事士、※⑫斜面防災主任技
能者、※⑬のり面施工管理技術者、※⑭のり面ノズルマン技能者）

職業訓練指導員免許 36科(建築科、とび科、建設科、建築板金科、畳科、表具科、左官・タイル科、配管
科、木工科、塗装科、塑性加工科、造園科、森林環境保全科、構造物鉄工科、電気科、電気工事科、建
設機械運転科、ブロック建築科、石材科、屋根科、築炉科、さく井科、枠組壁建築科、プレハブ建築科、
スレート科、防水科、インテリア科、床仕上げ科、熱絶縁科、サッシ・ガラス施工科、広告美術科、建築
物衛生管理科、建築物設備管理科、冷凍空調機器科、土木科、住宅設備機器科)

※①の解体工事施工技士は、2023年10月以降に取得した資格が対象です。
※②の１級計装士、※③２級計装士は、2024年２月以降に取得した資格が対象です。
※④の公害防止管理者一般粉じんは、2025年７月以降に取得した資格が対象です。
※⑤～⑨の資格は、2025年８月以降に取得した資格が対象です。
※⑩の資格は、2025年９月以降に取得した資格が対象です。
※⑪～⑭の資格は、2025年12月以降に取得した資格が対象です。

【別表１】対象資格

作業主任者：2,000円
ガス溶接、コンクリート破砕器、ずい道等の覆工、ずい道等の掘削等、採石のための掘削、鋼橋架設
等、コンクリート橋架設等、特定化学物質及び四アルキル鉛等、鉛、木材加工用機械、地山の掘削及
び土止め支保工、型枠支保工の組立て等、足場の組立て等、建築物の鉄骨の組立て等、木造建築物
の組立て等、コンクリート造の工作物の解体等、酸素欠乏・硫化水素危険、有機溶剤、石綿、金属ア
ーク溶接等

教
宣
部
よ
り

記
事
募
集！

記
事
募
集！

記
事
募
集！

「
地
元
の
祭
り
」
を
大
募
集！

　教
宣
部
で
は
皆
さ
ん
か
ら
の
投
稿
記

事
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
は

　皆
さ
ん
の
地
元
の
お
祭
り
を
紹
介
し

て
下
さ
い
。
お
祭
り
の
規
模
の
大
小
は

問
い
ま
せ
ん
。

　開
催
内
容
や
お
祭
り
へ
の
関
わ
り
な

ど
エ
ピ
ソ
ー
ド
記
事
と
写
真
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
投
稿
方
法
は
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送

等
な
ん
で
も
Ｏ
Ｋ

●
支
部
・
お
名
前
・

住
所
・
電
話
番
号

を
忘
れ
ず
に
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虻川　政法さん（中　央）　　佐藤実恵子さん（秋田東）
小玉美智子さん（五城目）　　高橋　善郎さん（大　住）
石田　一人さん（土　崎）　　　　　　応募総数13名

● 前回の当選者

　

先
日
テ
レ
ビ
で
、
自
分

で
や
っ
て
い
る
仕
事
が

「
設
備
交
換
士
」
と
い
う

名
称
で
特
集
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
Ａ
Ｉ
に
替
わ
ら
な

い
仕
事
だ
そ
う
な
の
で
、

自
信
を
も
っ
て
、
お
仕
事

が
ん
ば
り
ま
す
！

�

（
設
備
工　

50
歳)

　

今
年
の
桜
は
い
つ
も
の

年
よ
り
早
く
咲
き
、
満
開

時
は
良
い
天
気
が
長
続
き

し
て
ま
す
。
嬉
し
い
で
す
。

�

（
内
装
業　

76
歳)

　

娘
の
子
供
、
私
た
ち
に

と
っ
て
は
孫
た
ち
が
、
春

休
み
と
い
う
こ
と
で
10
日

ほ
ど
遊
び
に
来
て
い
ま
し

た
。
普
段
は
主
人
と
二
人

な
の
で
と
て
も
に
ぎ
や
か

で
し
た
。

�

（
主
婦　

69
歳)

　

春
が
や
っ
て
き
た
。
家

の
福
寿
草
12
輪
が
咲
き
春

一
番
だ
。
桜
が
咲
き
、
山

菜
の
芽
が
出
て
野
山
が
緑
、

良
い
季
節
だ
。

�

（
建
築
大
工　

75
歳)

　

今
年
も
千
秋
公
園
へ
お

花
見
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

満
開
の
桜
に
見
入
っ
て
た

く
さ
ん
歩
い
て
満
喫
し
て

き
ま
し
た
。
出
店
も
出
て

と
て
も
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま

し
た
。
又
た
く
さ
ん
出
か

け
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
主
婦　

70
歳)

　解答をハガキかファックスまたはＳＮＳにて、住所・氏名・年齢・電話・職種・支部名と100字以内の近
況もしくはコメントを添えて、組合教宣部宛へお送り下さい。抽選で５名の方に記念品を進呈致します。
FAX 018-865-2292 締め切りは、５月15日まで

秋 田 建 労 パ ズ ル
　たて・よこのカギをヒントにマス目を埋め、
Ａ～Ｅの順に並べて下さい。読むと言葉に
なります。 読

近者

況
の

解 答
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

よこのかぎ
 １ ．�歌舞伎のステージを華やかに彩る「花魁」
 ２ ．�「隅から隅までずずずいーっと」と述べる
 ３ ．�おもに男の子につける敬称
 ４ ．これでジ・エンドとしよう
 ５ ．�歌舞伎の世界をこう呼んだり
 ７ ．�漢詩やラップなどで踏んだりします
 10 ．低温で貯蔵します
 11 ．ガッカリ…。○○○のどん底だ
12．�歌舞伎でも使われる、ボワ～ンと鳴らす打

楽器
13 ．歌舞伎のは回って場面転換
15 ．乗馬をするときに握ります
 17 ．歌舞伎の演目「怪談　○○○燈籠」
18．�歌舞伎のは、黒・柿色（オレンジ）・萌葱（緑）

が多い
 19 ．�下から上がって登場する、ステージの装置

 １ ．�得意とする芸。歌舞伎ではそのまま「じゅう
はちばん」と呼ぶ

 ３ ．�歌舞伎のメイク
 ６ ．片目をつぶって合図をする
 ８ ．�風神とセットの”かみなりさま”
 ９ ．�歌舞伎でも取り上げられる悲しい恋
 11 ．歌舞伎は○○○が高い…ことはない。
　  　気軽に見にきてね
12．歌舞伎では着ぐるみを着て演じる
14．お鼻が長いのね～
 15 ．魚へんに雪と書く
16．よっ、待ってました！そんな気持ち
 18 ．�ピョンピョンよりクルクルを重視するダンス
20．�歌舞伎のステージの下にあるスペース
 21 ．�だまって何も言わないこと。その語源は歌

舞伎の、暗闇の中で、登場人物が無言で探
り合う場面

たてのかぎ11 22 33 44 55

ＡＡ

66 77

88 99 1010

1111

ＥＥ

1212 1313 1414

ＤＤ ＣＣ

1515 1616 1717

1818 1919

2020 2121

ＢＢ

前回の解答は

三

普
通
な
の
で
す
が
、
１
か

月
で
う
ち
に
来
た
為
、
免

疫
も
出
来
て
お
ら
ず
育
て

る
の
に
一
苦
労
、
８
か
月

経
っ
た
今
で
は
、
丈
夫
で

ヤ
ン
チ
ャ
な
男
の
子
に
な

り
ま
し
た
。
毎
日
散
歩
に

行
く
の
が
楽
し
み
で
す
。

自
分
の
運
動
に
も
な
り
ま

す
し
ね
。

　

去
年
、
柴
犬
の
子
犬
を

家
族
と
し
て
迎
え
入
れ
ま

し
た
。
普
通
子
犬
は
、
最

低
で
も
２
か
月
以
上
経
っ

て
か
ら
親
犬
と
離
す
の
が

編
集
後
記

編
集
後
記

カ
Ａ

タ
Ｂ

タ
Ｃ

タ
Ｄ

キ
Ｅ

Threads

秋田建労パズルの回答は、
秋田建労の SNSでも募集中です！

X（旧 Twitter） Instagram TikTok

QRコードを読み込んで、@akitakenro_p へ DM（ダイレクトメッ
セージ）機能を使って、パズルの回答をお送りください。
「氏名・職種・支部名・組合員さんの近況」も添えてご応募ください！

さ
れ
ま
す
。

　

新
輿
連
で
は
男
女
担

ぎ
手
募
集
中
で
す
。
老

若
男
女
、
支
部
、
現
住

所
問
わ
ず
興
味
の
あ
る

方
は
ご
連
絡
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

日
吉
神
社
例
大
祭

　
　
　
担
ぎ
手
募
集

　

 

【
新
屋
支
部

　
　
　
　

堀
内　

晃
紀
】

　

今
年
も
秋
田
市
新
屋

の
日
吉
神
社
の
例
大
祭

が
５
月
25
～
26
日
に
行

わ
れ
ま
す
。

　

神
輿
巡
行
は
26
日
、

本
神
輿
、
女
神
輿
、
子

供
神
輿
を
新
輿
連
（
新

屋
の
御
神
輿
を
担
ぐ
連

中
）
と
小
中
高
、
大
学

生
に
よ
っ
て
担
が
れ
た

お
神
輿
が
頭
人
の
家
を

尋
ね
、
さ
ら
に
町
内
を

廻
り
ま
す
。

　

終
わ
っ
た
後
は
直
会

と
い
う
懇
親
会
も
開
催

【
第
３
回
】

建
新
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催

　

交
流
し
て
よ
り
魅
力

あ
る
組
合
に
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
昨
年
に
引

き
続
き
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

を
開
催
し
ま
す
。
た
く

さ
ん
の
方
々
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

日　

時
６
月
28
日
（
日
）

９
時
集
合　

９
時

40
分
よ
り
開
会
式

10
時
ス
タ
ー
ト

会　

場
秋
田
南
カ
ン
ト
リ

ー
ク
ラ
ブ

プ
レ
ー
代１

２
０
０
０
円

参
加
費

３
０
０
０
円

　

終
了
後
、
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
で
表
彰
式
を
行
い

ま
す
。
参
加
者
全
員
に

参
加
賞
を
用
意
し
て
お

り
ま
す
。

※
当
日
18
時
よ
り
栄
月

に
て
ご
苦
労
様
会
＆
交

流
会
を
開
催
し
ま
す
。

参
加
費
３
０
０
０
円

（
青
年
部
無
料
）

※
景
品
の
協
賛
も
大
歓

迎
で
す
の
で
、
協
賛
い

た
だ
け
る
方
は
事
前
に

ご
連
絡
下
さ
い
。

参
加
申
込
・
お
問
い
合

わ
せ
は
新
屋
支
部
青
年

部
長　

渡
邉　

心
也　

０
８
０-

１
８
３
３-

８
８
６
４
ま
で
ご
連
絡

下
さ
い
。

組
合
会
館
清
掃
の
お
知
ら
せ

女
性
部

　
女
性
部
で
は
組
合
本
部
会
館
の
清
掃
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
行
い
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
　
時
　
令
和
８
年
６
月
６
日
㈯
10
：
00
〜

場
　
所
　
秋
田
建
築
労
働
組
合
　
本
部
会
館
の

草
取
り

そ
の
他
　
草
取
り
に
必
要
な
道
具
（
鎌
・
長
靴
等
）

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

昼
食
と
手
袋
を
ご
用
意
い
た
し
ま
す
。

雨
天
時
は
折
鶴
の
糸
通
し
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
行
い
ま
す
。

申
込
締
切
　
令
和
８
年
５
月
29
日
㈮

担
　
当
　
石
川
・
伊
藤

０
８
０-

３
１
９
３-

５
４
７
６
（
堀
内
）

み
な
さ
ん
の
ご
参
加
待
っ
て
ま
～
す


